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各 不 連 続 さβの 反 射 を 考 慮 し 六二

ダ ク ト 網 の 音 響 伝 搬 計 算 た転 lこ つ し→ て

正会 員 寺尾叢亡★ 輝 円墳秀久★★

1.は じめ に 吸 音 が少 な い低 周 波 敵 城 の ダ ク ト嶋 音

響 伝 搬 計 算 に 関 し,緒不 遵 統 林 に 上 る反 射 波 の寄 与 を考

Jlした打 算 蛙 を検 討 し, それ に 上 るT L計 算 揺 輿 と.従

来 の エ ネル ギ法 に 上 ろそれ との 比 較 を行 った｡

2.不 養 親 栗 東 の反 射 を考 Jtした計 算方 法 糖 枝 扶 ダ

ク ト網 の場 合 をモ デル化 して 田 1に示 す ｡各 素 子 の接 続

簾 界 (十 分 長 い置 管 T ク トで 接 続 す ろ もの とす る) で の

青 煮 膚 か らみ た進行 波 ,反 射 波 の音 圧 長嶋 や それ ぞれ A .

a, また .各 薫 子 の特 性 が モの端 末 鱒 を特 性 イ ン tl- ダ

ンス抵 犠 条 件 として求 め られ た遠週 係 欺 お よび反 射 係 軌

令, こ こで は と くtこ特 性 遭 遇 係 散 T お よび特 性 反 射 像 軌

P. あ わせ て特 性 パ ラ メー タ と呼 ぶ もの とす る｡ これ tこ

添 字 をつ け , Tmn は入 力端 子 TTL.出 力端 子 A. また ,Pm

は入 出 力端 子 が nで あ る こ とを表 す ｡
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図1ダクト網の等価音神モチJL,

一般 性 を もたせ ろた め , 3繊 子 対 素 子 を例 と して それ ら

の 阿 係 を示 せ ば .各 音 波 の重 ね 合 せ を仮 定 して .
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その端 末 または 等 紡 績 兼 の反 射 係 故 が 与 え られ れ ば .R2=

B2/A2. R3=83/A3で あ るか ら, その終 端 条 件 下 で の こ

の 素子 の反 射 係 放 Rl(=Bl′Al)お よび逮 過 係 放 TI2(=A之

/Al), TIJ=A3/Al) は ,

良.-喜

pl -T21R2 -TIIR)

て12 1-p2R2 -T32R3:

T13 -T23R2 1-p)R3

T12=tT12(i-p3RJ)+T13T32R31/Q

T13=(Tu(i-pZR2)+TI2T23R21/Q

(2)

O FI 田辺裁鴨●●●

た だ し.

Q=(i-p2R2)(1-p)A)卜･T32T23R2R･1 .

3.凄 統 曲 りの遼過 振 失 計 算 へ の適 用 吋 2はil管 賓薫 e扶

t12つ の直 角 エル ボ

要素 か らな る連 続 曲

りの場 合 の モデル化

に つ いて示 した もの

で あ る｡

これ を 3薫 子 とみ

なす とき. それ ぞれ

は ,式 (1)の簡 単 な例 とTl ら,触 統 行 列 的 表 現 で その総 合特 性

へ の等 価 変 換括 乗 を示 せ ば .
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こ こで ,k★三k/(Tr/W) . 且★…且/W ,k=2TrV/C. V;周 波 数 .

C:音速 ,A :直 管 ダ ク トの長 さ (回 2参照 ) .W;直 管 ダ ク

トの嶋 ,j=√丁 で あ る｡

また .直 角 エ ル ボ素 子 ZとⅡの特 性 パ ラメー タは . モれ それ

TI12=T121.=TI. P･rl=PI&=Pェ , お よび T工12=Tェ21ETt,Ptl.=P工モ

=P-1の粥係 を用 い た｡

な お図 2の よ うは直 管 ダ ク ト末 子 と曲 b繁子 との境 界 を定 義

す る場 合 の ,曲 りの特 性 パ ラメ ー タ艦 は ,十 分 長 い接 続 ダ ク ト

を用 い た曲 り遠 方 観 測 点 で 縛 られ た鐘 に た い し. あ らか じめ ,

その定 義 壌 罪 点 と職 満 点 との区 間 が ,不 遵 織 轟 に よ る繊 乱 の 消

滅 した東城 (国 の 丸′区 間 ) の特 性 の正 管 素 子 で披 織 した と振 方

した と きの定 義 境 界 点 で の艦 に 変 換 して お く必 要 が あ る｡

次 に , と くに 素 子 ZとⅡⅠが 同 一 特 性 で , また ,端 末 が無 反 射

端 の と きに は , TI=Tlこて , PI=LJ工=P .B工 10として ,

この 3素子 Lこた い す る等 鉢 素 子 の遭 遇 係 数 Tは ,

T1-A.x2/AI.I--T2e-jkAI*/(ト p2e-2jk●P) (6)

4 .連 続 曲 りの TL計 算 義 の比 較 封 Sa)～fIは .何 2の遵

続 エル ボlこつ い て ,連 続 エル ボ全 件 を一 件 として 直 様 FEM敵

艦 計 算 1)で求 めた 本 来 の もの に近 い T Ltこた い して .各 繁子 こ

との同 様 の欺 傭 計 算 で求 め た特 性 パ ラ メー タ を用 い .本 計算捷

Amethodtoestimatesoundtransmissionthroughairductnetvorkstaking

thecontributionofreflectionwavesfromdiscontinuitiesintoaccount.
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と従 来 の ェ ネル ギ法 と を比 較 して 示 し た もの で あ る｡ 本

計 算 法 は , エ ネ ル ギ法 tこ比 べ ダ ク ト長 が え★>1 で あ れ ば ,

k*<0.8の 周 波 敬 範 囲 teつ い て ,通 過 月 汝 軌 も含 め て 本

来 の TLを よ く近 似 して い ろ｡ヱ★が 長 くな れ ば よ b慕 い

月 波 数 まで 近 Glす る｡ 図 4は , この 近 似 が慕 化 す ろ k★巳■■

1･の 月 波 数 域 , お 1 び濃 断 層 波 赦 , 遭 遇 周 波 数 の 音 圧 分

布 とネ, トイ ンテ ン シテ ィ分 布 を示 す ｡ k'望1 で lま,遵
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図3連続エルポの音響透過玖失

冶 ダ ク ト長 上●が 相 対 的 は小 さ く, それ ぞれ の 曲 い こ⊥ ろ繊 乱 が

端 末 し き らな い た め ,直 曾 ダ ク トの特 性 イ ン tl- ダ ンス条 件 に

関 す る式 (1)の 前 漣 が 崩 れ て い ろ｡ この 場 合 lこは , この 遵 織 エ

ル ボ は 3第 子 で は な く, 1素 子 と して 扱 わ な け れ ば な らな い ｡

5. ま とめ 低 周 波 数 域 で の 音 響 伝 搬 計 算 tこね い て は ,反 射

波 の 寄 与 が大 きい こ と, お よび遵 織 曲 りの 遵 緒 ダ ク ト長 とTL

との 開 休 な どを示 し た ｡
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